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 ＜愛のポリオ募金＞

7月集計分 3,025円

ご協力ありがとうございました。

今年度もよろしくお願いします。

■　第4回例会の記録（8月3日）

■　本日のプログラム（8月17日）於：割烹にしおか

大分県の臓器移植の現実
～家族の希望、知っていますか？～
安藤　忠助様
（大分大学医学部 臓器移植医療連携強化事業 教授）　
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「それでこそロータリー」

親睦夜の例会～新会員歓迎例会～

ゲスト・ビジターの紹介

ゲスト：安藤　忠助様
　　　 （大分大学臓器移植医療連携強化事業教授）

会長の時間 （8月17日）

『継続は力なり』

　私は、我がクラブ(大分1985)に入会して6年余りが過
ぎました。実は、その2年前(8年前)に一度入会していま
した。メインの得意先の事業縮小により大幅に売り上げ
が減少されることになり一旦、クラブを離れなければな
らない状況になりました｡ しかし､ 必ず事業を立て直し､
クラブへの復帰を固く心に誓いました。

　そんな状況にある私に、クラブの諸先輩方に何時も温
かい言葉を掛けていただき、イベント(ボーリング、飲
み会)などに誘っていただきました。それは、私にとっ
て大きな心の支えとなりました。早くクラブに復帰しよ
うと懸命に働きました。お陰様で得意先も事業を平常に
戻して弊社も事業の見通しがなんとかつくようになりま
した。

　晴れて大分1985ロータリークラブに復活をする事が出
来ました。その時の感動は、今も忘れることは出来ませ
ん。今でも心の奥底に大切にしまっています。ロータリ
ークラブのイメージは入会するには、かなりハードルが
高い、そんな印象を持たれていますが、入会するとイメ
ージに反して､ 凄くアットホームなクラブです｡ それは､
我がクラブだけかもしれないですが……。

　これからは、私が何か問題が起きた会員さんにしっか
り声掛けをして、高いハードルを下げていかなくてはと
思った次第です。

　今週も友と語り､   共に学び
　　　　大いに奉仕いたしましょう。

会　長　　大　木　孝　吉

ロータリーソング 【それでこそロータリー】

どこであってもやあと言おうよ

見つけた時にゃ

おいと呼ぼうよ

遠い時には手を振り合おうよ

それでこそ

ローローロータリー



・2026-27年度　第2回　高校生ライラ（RYLA）セミナー中止
　のお知らせ
・令和8年熊本地震　被災地支援物資提供への御礼
　大分第4グループは、7月30日(木)芳﨑ガバナーエレク
　トの会社へ物資を集め、翌日7月31日(金)現地へ物資
　を届けました。

　　

■ 8月24日(月)

■ 8月31日(月)

■ 9月 7日(月)

■ 9月14日(月)

■ 9月21日(月)

■ 9月28日(月)

ゲスト卓話　白井淳平様
地区出前セミナー「会員拡大増強部門」
ゲスト卓話　齋髙将大様
親睦夜の例会
祝日休会
ゲスト卓話　ガバナーノミニー作守順子様

例会の予定

委員会報告

・公共イメージ向上委員長　宿利　美穂会員
　ロータリーの友8月号紹介

（8月3日）大分県の臓器移植の現実～家族の希望、知っていますか？～卓話の時間

ニコボックス

★河野　聡会員（１口）
　今年の在籍祝い、ソムリエの顔を立て
　てもらい、選ばせていただきました。
　大分のすばらしいワインを認識してい
　ただきたく、今年は「安心院小さなワ
　イン工房」のマスカットベーリーAを
　選びました。ここのロゼやメルロなど
　もすばらしいです！
★髙橋　道成会員（１口）
　先月、2回例会をお休みしたので1口さ
　せていただきます。

幹事報告

人生には、三つの坂があると言われています。
上り坂、下り坂、そして“まさか”。
病院でいう“まさか”とは、命に関わる突然の大病や事故
を意味します。

その“まさか”は、ある日突然、年齢や性別に関係なく訪
れ、ご家族が大切な決断をしなければならない場面があ
ります。
できれば、大切な家族を悩ませたくない――そう思う方
は多いのではないでしょうか。

私たちは、大切な人の日常をよく知っています。
コーヒーにミルクを入れるかどうか。
関アジが好きかどうか、とり天が好きかどうか。

けれど、「まさかの時、どうしたいか」は、案外知りま
せん。
病院のスタッフから臓器提供について尋ねられた時、
「本人はどう考えていたのだろう」と、ご家族が悩むこ
とがあります。

・熊本地震お見舞いと被害確認アンケートについて
・令和8年熊本地震支援金へのご協力のお願い
　受付期間　2026年8月3日(月)～2026年10月30日(金)
　支援の方法など理事会で協議の上、改めてお知らせします。
・2027－28年  青少年交換プログラム応募締め切りに伴う最終ご案内
　応募締め切り9/20(日)

臓器を提供したい。
提供したくない。
家族に任せたい。
どれもが正解です。

大切なのは、“自分の希
望を伝えておくこと”。
それだけで、ご家族に
とって大きな支えにな
ります。

こうした話は、縁起の
悪い話ではなく、今の
時代の“終活”の一つなのかもしれません。
自分の希望を伝えておくことは、“家族への思いやり”だ
と思います。
お盆、正月など、家族や親戚が集まるときに、お互いの
希望を少しだけでも伝えあってはいかがでしょうか。

安藤　忠助様（大分大学医学部 臓器移植医療連携強化事業 教授）


